
部会長の部会員訪問
各部会の部会長が、それぞれの部会員を訪問。 部会員のみなさまの声をお伺いし、部会の魅力を伝えます。

本連載記事では、京都市ソーシャルイノベーション研究所
（SILK）の「京の企業『働き方改革チャレンジプログラム』」
に参加され、今も働き方改革に挑戦されている企業を
ご紹介します。

　1925年（大正14年）創業の寝具メーカーである大東寝具
工業。「弊社の経営理念の中に『わくわくドキドキする想いで
快眠とくつろぎの創造をし、お客様の健康と快適な暮しに必
要な会社に……』という文言があります。この『わくわくドキド
キ』を従業員みんなが感じてくれる職場環境づくりを目指した
いという思いが、働き方改革に取り組むきっかけでした」と大
東利幸社長は語る。
　働き方改革を進めるためのプロジェクトメンバーには、各部
署から世代や職務経験の異なる6名が選ばれた。「当初はミー
ティングも硬い雰囲気でしたが、アドバイザーから先進事例を
教えてもらったり、異業種の人たちから違う視点や方法を聞く
うちに、固定観念にとらわれず、今ある課題の本質を考えよう
という思いが共有でき、活発な対話につながっていきました」
と振り返るのは、入社4年目にしてリーダーに抜擢された柳斎
生さん。目的は、従業員各々が会社に自らの未来を重ね、より
長く快適に働いていくための取り組みや制度をつくっていくこ
と。まずは「半休」の取得制度の新設、週に1度の「ノー残業
デー」の実施、仕事を精査する「業務の棚卸し」の実施の3点
の取り組みが始まった。
　大東社長はあえてミーティングには加わらず、決定事項の

報告を吟味しゴーサインを出すことに徹
する。一方で、「コミュニケーションは質
より量」と、各部署をまわっての声かけや
必要に応じた個人面談など、フラットな
関係性の構築を心がけている。さらに

「会社目線」を培うため、月に一度全社
員参加の経営会議を実践。「思ったこと
を発言してもいいんだ、安心して働ける
会社を自分たちの手でつくるんだという
意識が、少しずつ浸透しています。特に若
手社員が目に見えて活気づいています
ね」と柳さんも成果を実感する。
　「『働き方改革』といっても何から手を
つけていいかわからない企業は多いと
思いますが、スタート時に第三者の視点
やサポートを得ることは非常に有効だと

実感しました。当社の場合、社員16名中6名がプロジェクトに
携わることで業務に支障が出るのが心配でしたが、この人数
で共通認識を育て、フランクに話せる場ができたことが大きな
推進力になっています」と大東社長。「今後はメンバーを入れ
替えつつ、従業員目線を盛り込んだ就業規則や人事制度の
改定、5Sの推進を目指します」と力強く語った。

意識改革と労使のコミュニケーションで
誰もが会社を考え発言できる土壌をつくる
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大東社長（右）とプロジェクトリーダーの柳さん
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食品・名産部会 編

サービス産業部会 編

株式会社福永念珠舗

株式会社白洋舍京都支店

平井部会長が「株式会社福永念珠舗」を訪問。
福永社長からお話をお伺いしました。

齋藤部会長が「株式会社白洋舍京都支店」を訪問。
小田支店長からお話をお伺いしました。

イクルし、檀家に配る記念の数珠に
仕立てることもあるそうです。
今では四・五十代でも数珠を持た
ない人が増える中、福永社長は数珠
をもっと知ってもらおうと、近隣の
小学校での体験講座や、全国百貨店
で開催する物産展「京都物産展」や
「職人展」で講座の機会があれば、
日本に数珠が伝来し、各宗派の独自
の形になる歴史や数珠の持つ意味
など数珠にまつわる様々なお話を
されています。
30年前、平井部会長の「これから
は外に出て全国で販売すべき」との

福永念珠舗は、江戸後期に初代が
長浜・誓伝寺より京に出て東本願寺
門前で数珠をつくり寺に納めたの
が起源とされています。この初代が
いつ頃から数珠づくりに携わった
かは記録がなく、初代が亡くなった
寛政九（1797）年を創業として、以
来222年、現当主の福永荘三社長は
九代目になります。
数珠専門店として、略式数珠はも
ちろん、あらゆる宗派の本式数珠が
揃い、古い数珠のお直し、お仕立替
えも対応いただけます。近年では、
寺院の修復の際に古い木材をリサ

白洋舍は、明治39年に東京・日本
橋に洗濯屋を開業し、日本初となる
ドライクリーニングを開発した総合
クリーニング会社です。京都支店は、
京都・奈良・滋賀と大阪の一部が担当
エリアになり、集配サービスや店舗
の展開をしています。取扱い品目は、
一般衣類のクリーニングの他、じゅ
うたんや布団・カーテンなどの家庭
用品類にハウスクリーニングと多岐
にわたりますが、同社の強みは、何
といっても衣類のクリーニング。複
数のクリーニング方法から最適な洗
浄を行い、しみ抜きや手仕上げ、補

左から福永社長、平井部会長

左から小田支店長、齋藤部会長

【食品・名産部会データ】

【サービス産業部会データ】

部 会 長  平井 義久 （株式会社西利 代表取締役会長）
部 会 員 数  1,164件 （6月24日現在）

部 会 長  齋藤 茂 （株式会社トーセ 代表取締役会長）
部 会 員 数  1,828件 （6月24日現在）

今 後 の 主 な 予 定  
9月～ 10月頃　見学会
2月頃　会員交流会

今 後 の 主 な 予 定  
11月16日（土）ゴルフコンペ
11月18日（月）講演会・交流会

食品・名産部会では、同部会所属の議員会社（16社）が中心となり、部会員相
互交流による親睦と情報提供を図るため、食や工芸に関するセミナー・講演
会をはじめ、先進地等への視察見学会、部会員交流会「食のつどい」を企画・
開催しています。

サービス産業部会は業種が広範に及ぶ部会員によって構成されており、現
在、本所で最も多くの部会員が所属しています。“情報の共有化”を部会活動
のキーワードに置き、有意義でタイムリーな情報提供を行うとともに、部会
員同士の交流の輪を広げるため、活発な部会活動を行っていますので、ぜひ
ご参加ください。

代表者／福永 荘三
住　所／ 京都市下京区不明門通花屋町 

下ル高槻町340

代表者／支店長 小田 洋大
住　所／ 京都市南区上鳥羽北花名町13-2

TEL ／ 075-343-0541
事業内容／ 宗教用具製造業

TEL ／ 075-662-2100
事業内容／クリーニング業

修まで行います。「近年は衣類のカ
ジュアル化から、水洗いのクリーニ
ングにも力を入れています。花粉付
着防止加工やはっ水加工、防ダニ加
工など、お客様の願いにお応えでき
るクリーニングのご提案をしていき
たいですね」と語る小田支店長。
齋藤部会長からは、ライフスタイ
ルの変化で一層クリーニング需要の
増加が予想されることから、「今後
も多岐にわたるサービスの開発に努
めてほしい」と激励するとともに、
部会事業への積極的な参加を呼びか
けました。

アドバイスから京都物産出品協会
に加入することになり、これが京都
商工会議所入会の契機となりまし
た。商工会議所の支援制度は業界
の振興や技術者・後継者の育成など
様々な場面で役立っていると感じ
るそうです。
また「平井部会長からは実の父の
ように叱咤激励をいただいた」と福
永社長。平井部会長は「次はぜひ私
の息子に教えてやってほしい」とお
願いされ、こうして京都の名産品を
担う経営者の心が継承されていき
ます。
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